
 ジョセフ・ナイ著の『対日超党派報告書』をご存じだろうか？アメリカ

による日中戦争惹起計画の漏洩なのかとも言われる。中国は尖閣に

戦闘用船舶を配置、潜水艦は自由に日本領海内をうろつき、中国戦

闘機は台湾を脅かしている。この加速する日中摩擦のシナリオを描

いたのがジョセフ・ナイ。内容は下記の通り。 

１、東シナ海、日本海近辺には未開発の石油・天然ガスが眠ってお

り、その総量は世界最大の産油国サウジアラビアを凌駕する分量で

ある。米国は何としてもその東シナ海のエネルギー資源を入手しな

ければならない。◆２、そのチャンスは台湾と中国が軍事衝突を起こ

した時である。当初、米軍は台湾側に立ち中国と戦闘を開始する。

日米安保条約に基づき、日本の自衛隊もその戦闘に参加させる。中

国軍は、米・日軍の補給基地である日本の米軍基地、自衛隊基地を

「本土攻撃」するであろう。本土を攻撃された日本人は逆上し、本格

的な日中戦争が開始される。◆３、米軍は戦争が進行するに従い、

徐々に戦争から手を引き、日本の自衛隊と中国軍との戦争が中心と

なるように誘導する。◆４、日中戦争が激化したところで米国が和平

交渉に介入し、東シナ海、日本海でのＰＫＯ（平和維持活動）を米軍

が中心となって行う。◆５、東シナ海と日本海での軍事的・政治的主

導権を米国が入手する事で、この地域での資源開発に圧倒的に米

国エネルギー産業が開発の優位権を入手する事が出来る。◆６、こ

の戦略の前提として、日本の自衛隊が自由に海外で「軍事活動」が

出来るような状況を形成しておく事が必要である。 

●ジョセフ・ナイ（Joseph Nye ʩʩʰ�ʳʱʥʩ）で検索、最小第1スキップ185。

Ⅱ列王 6:32 

エリシャは自

分の家にす

わっており、

長老たちも

彼といっしょ

にすわって

いた。王はひとりの者を自分のもとから遣わした。しかし、その使者がエリシャ

のところに着く前に、エリシャは長老たちに言った。「あの人殺しが、私の首

をはねに人を遣わしたのをご存じですか。気をつけなさい。使者が来たら、戸

をしめ、戸を押しても入れないようにしなさい。そのうしろに、彼の主君の足音

がするではありませんか。」◆アラム軍の敗退 6:33 彼がまだ彼らと話している

うちに、使者が彼のところに下って来て言った。「見よ。これは、【主】からのわ

ざわいだ。これ以上、何を私は【主】に期待しなければならないのか。」 7:1 エ

リシャは言った。「【主】のことばを聞きなさい。【主】はこう仰せられる。『あすの

今ごろ、サマリヤの門で、上等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セア

が一シェケルで売られるようになる。』」 7:2 しかし、侍従で、王がその腕に寄

りかかっていた者が、神の人に答えて言った。「たとい、【主】が天に窓を作ら

れるにしても、そんなことがあるだろうか。」そこで、彼は言った。「確かに、あな

たは自分の目でそれを見るが、それを食べることはできない。」 7:3 さて、四

人のツァラアトに冒された人が、町の門の入口にいた。彼らは互いに言った。

「私たちはどうして死ぬまでここにすわっていなければならないのだろうか。 

7:4 たとい、私たちが町に入ろうと言っても、町はききんなので、私たちはそこ

で死ななければならない。ここにすわっていても死んでしまう。さあ今、アラム

の陣営に入り込もう。もし彼らが私たちを生かしておいてくれるなら、私たちは

生きのびられる。もし殺すなら、そのときは死ぬまでのことだ。」 7:5 こうして、

彼らはアラムの陣営に行こうと、夕暮れになって立ち上がり、アラムの陣営の

端まで来た。見ると、なんと、そこにはだれもいなかった。 7:6 主がアラムの陣

営に、戦車の響き、馬のいななき、大軍勢の騒ぎを聞かせられたので、彼ら

は口々に、「あれ。イスラエルの王が、ヘテ人の王たち、エジプトの王たちを

雇って、われわれを襲うのだ」と言って、 7:7 夕暮れになると、彼らは立って

逃げ、彼らの天幕や馬やろば、すなわち、陣営をそのまま置き去りにして、い

のちからがら逃げ去ったのであった。 7:8 このツァラアトに冒された人たちは、

陣営の端に来て、一つの天幕に入り、食べたり飲んだりして、そこから、銀や

金や衣服を持ち出し、それを隠しに行った。また、戻って来ては、ほかの天幕

に入り、そこから持ち出し、それを隠しに行った。 7:9 彼らは話し合って言っ

た。「私たちのしていることは正しくない。きょうは、良い知らせの日なのに、私

たちはためらっている。もし明け方まで待っていたら、私たちは罰を受けるだ

ろう。さあ、行って、王の家に知らせよう。」 7:10 彼らは町に行って、門衛を呼

び、彼らに告げて言った。「私たちがアラムの陣営に入ってみると、もう、そこ

にはだれもおらず、人の声もありませんでした。ただ、馬やろばがつながれた

ままで、天幕もそっくりそのままでした。」 7:11 そこで門衛たちは叫んで、門の

うちの王の家に告げた。 

●表面テキスト解説 敵ではなく国王が、神の預言者エリシャを殺し

に刺客を送ったという出来事。しかし預言者には状況は全てお見通

しだった。また７年続いた飢饉のため国に食料が全く無く、国民は共

食いもしていた。そんな中で預言者は「明日、食料問題は解決する」

と宣言し誰も信じなかったが、その通りになった。 

●ジョセフ・ナイって誰？ ハーバード大学教授の学者は表の顔で、

実際の役目は、対日工作についての謀略作成者＝司令塔。日本攻

撃の功績としては、カーター政権での国務次官補（1977-1979年）、

クリントン政権では国家情報会議議長（1993-1994年）、国防次官補

（国際安全保障担当、1994-1995年）だった。他に「アーミテージ・リ

ポート」（2000年）、アーミテージと連名で「第二次アーミテージ・レ

ポート」（2007年）作成。◆得意技は日本恫喝で、2008年12月、民主

党幹部と会談して「オバマ次期政権下で（日本の）民主党が安全保

障政策でインド洋での給油活動をやめ、日米地位協定などの見直し

に動いたら反米と受け止める」との名言を残した。ただ、西松事件で

の小沢元代表の政治生命奪取には失敗したことが汚点として残った

ようだ。その他「東シナ海における米国の権益を確保するため日中

戦争を画策する必要がある」と述べ、当レポートを作成した。 

●全体解説 日本恫喝謀略の司令塔＝ジョセフ・ナイを暗号は「人

殺し」と表現している（「味方から刺客がくる」との状況も日米安保条

約を結ぶアメリカが真の「敵国」と理解すると納得がいく）。◆「７年続

いた飢饉は、神の御業の顕現によって一晩で敵を一掃し、食料問題

も奇跡的に解決した。この出来事が終末の型とすれば、①今後の実

際の食糧危機も長く続くが、神の介入で短時間で解決される。②終

末の（御言葉の）飢饉で共食い（神の言葉ではなく人の言葉）をして

いた飢餓的信仰者も一晩で、真の食料（人の言葉ではなく神の言

葉）が供給される（神の国の到来）と理解できる。※人の言葉（信仰の

人と呼ばれる有名牧師などを絶対視することを聖書は「偶像礼拝」と

言っている）を食しても、霊的栄養はなく成長も救いもない。 

                   2015/05/16 2022/10/06補足 Stefan 

時代が岸田総理になってから一気にきな臭くなってきた。日本売国

が加速し、高齢者から幼児まで毒ワクチンでの大量虐殺を行ってい

る。そして近隣諸国の動きも益々先鋭化してきた。そろそろ「ジョセ

フ・ナイ理論」実行の時が近い気がして文章を手直しした。有事に備

えることは大切だが、優先順位一番は神に立ち帰ることだ。     

                                  2022/10/06 

＃６３：日本恫喝謀略の司令塔＝ジョセフ・ナイを暗号は「あの人殺

し」と表現。しかし謀略は一晩で崩壊し、神の言葉が満ち溢れる。 


